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公民連携による母子保健での葉酸摂取啓発施策
「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」活動報告

Enlightenment activities of a proper intake of folate/folic acid for 
maternal and child health, ‘Hiratsuka Folate Project’ with 
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[Purpose] Construction and promotion of folate awareness project through public-private partnerships to 
improve outcomes during pregnancy, childbirth and postpartum in Japan.
[Method] The status of folic acid supplement intake during pregnancy was investigated in Hiratsuka 
City, Kanagawa Pref., Japan. The Health Division of Hiratsuka City and the DHC Corporation discussed 
measures to resolve issues of maternal and child health through public-private partnerships.
[Results] The survey showed that the utilization rate of folic acid supplements during pregnancy was 28.3%. 
Therefore, on October 1, 2018, the Health Division launched the Hiratsuka Folate Project to promote a 
proper intake of folate and use of folic acid supplements for maternal and child health.
[Discussion and Conclusion] The latest research shows that the intake of folic acid supplements improves 
pregnancy and childbirth outcomes. The project of public-private partnerships will be promoted as 
preconception care.
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はじめに

　神経管閉鎖障害は，先天異常の 1種であり，脳や脊
椎の癒合不全を呈する 1）．神経管の下部に閉鎖障害が
起きた場合は，脊椎の癒合不全である二分脊椎症とな
り，下肢の運動障害や排泄機能の障害を生じる．神経
管の上部に閉鎖障害が起きた場合，脳が形成不全をき
たし無脳症となり，流産や死産のリスクが高まる．な
お，神経管閉鎖障害の原因は，遺伝素因や環境，栄養
などであり，これらが相互に関連したり，複合的に関
与したりすることで発症する．この中で，特に，妊娠
初期の葉酸の摂取不足は，最も影響力のある因子であ
る．
　日本では，複数の調査によって，妊娠時に適切なタ
イミングで葉酸サプリメントを利用していた妊婦の割
合は数％～ 10％と報告されている 2）．例えば，環境省
「子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調
査）」では，妊婦 9割が葉酸不足とされた．妊娠初期に
おける合成葉酸（プテロイルモノグルタミン酸）の摂取
が，神経管閉鎖障害の発症および再発リスク低減に有
用である 3）4）．本邦では，2000年（平成 12年）12月 28
日付の厚生省（当時）からの通知文書により，妊娠 1ヵ
月以上前から妊娠 3ヵ月まで，食事に加えて，栄養補
助食品（サプリメント）から 1日 0.4 mg（＝400 g）の合
成葉酸の摂取が推奨されている 5）．
　また，2008年（平成 20年）からは，母子健康手帳に
葉酸サプリメントについて記載が追加された 6）．しか
し，2000年の厚生省通知の趣旨である「神経管閉鎖障
害のリスク低減」という目的からすると，母子健康手
帳交付時では，葉酸摂取の重要性に関する啓発のタイ
ミングは遅過ぎる．一方，妊娠前からだけではなく，
妊娠中から産後・授乳中まで，葉酸サプリメントの摂
取は，不育症や妊娠高血圧症候群，常位胎盤早期剥離，
早産，低出生体重児のリスク低減といった妊娠・出産
アウトカムの改善から，産後うつ病予防，児の自閉症
リスク低減など有用性が示されている 7）．したがって
母子健康手帳交付時からの摂取も，一定の臨床的意義
は期待できる．
　これらの現状から，総合ヘルスケア企業による取り
組みとして，株式会社ディーエイチシー（DHC）では，
2009年 12月より，葉酸サプリメント製品を上市し，
健やかな妊娠・出産のための葉酸の適正使用に係る啓
発を行ってきた 8）．一方，前述のように，エコチル調
査などでは，妊婦における葉酸の摂取不足という課題
が解決していないことが示されてきた．そこで，母子
保健における行政課題の解決に向けて，地方自治体と

ヘルスケア企業との連携協定に基づき，公民連携によ
る課題解決のための新しい取り組みを開始した．
　神奈川県平塚市では，2016年からの「総合計画～ひ
らつか NEXT～」において，「選ばれるまち」「住み続け
るまち」を定め，「子育てするなら平塚で」のスローガ
ンを掲げて，さまざまな事業を展開している．例えば，
2017年（平成 29年）4月，保健センターの一角に，専
用の部屋を設置し，平塚市子育て世代包括支援セン
ター「ひらつかネウボラルームはぐくみ」を開設した．
専任の職員（保健師・助産師・管理栄養士・保育士等）
を配置した上で，妊婦の全数面接を実施し，ハイリス
ク妊娠（母体・胎児のいずれかまたは両者に健康上の
重大な予後をもたらすリスクが推測される妊娠）等に
対しては必要な支援を行っている．平塚市での取り組
みは，「令和元年度子育て世代包括支援センター事例
集」（厚生労働科学研究成育疾患克服等次世代育成基盤
研究事業）でも紹介された．なお，「子育て世代包括支
援センター（ネウボラ）」は，切れ目のない子育て支援
の拠点として，令和 2年度末までに全市町村での設置
が求められている．
　今回，神奈川県平塚市と DHCとの健康づくり推進
のための連携協定に基づく子ども子育て支援の一環と
して，「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」を開始し
た．これは，公民連携のスキームにより，食事からの
摂取に加えて，ハイリスク妊娠における現実的な解決
策の提供として，サプリメントの利用も選択肢のひと
つとして啓発を行った，全国初の取り組みである．
　
健康づくりの推進に係る連携協定

①方法
　平塚市と DHCは，2017年 12月，「健康づくりの推
進に係る連携協定」を締結し，公民連携による健康増
進・未病改善に係る施策を協議した 9）．母子保健の分
野では，切れ目ない子ども子育て支援の一環として，
葉酸サプリメントの啓発による妊娠・出産・産後アウ
トカムの改善のための取り組みが検討された．まず，
妊産婦における葉酸サプリメントの摂取状況の調査を
行った．また，母子保健における葉酸の有用性に関す
る文献調査を行い，最新のエビデンスを共有した．そ
の上で，行政課題解決のための具体的なソリューショ
ンを構築し，提供を開始した．なお，倫理的配慮に関
して，本報告では，個人が特定される氏名，住所，年
齢等は扱われていない．

②結果
　「ネウボラルームはぐくみ」において，2017年 4月
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表 1　プロジェクトの推進（葉酸サプリメントの適正利用の促進）における分野別役割分担

表 2　葉酸に関する知識と関連行動

以降に行った妊婦全数面接の結果，妊娠適齢期から妊
娠期の栄養問題が認められた．まず，妊婦での不適切
な食事（三食食べない，朝食抜き，昼食はおにぎり・ カッ
プ麺・パンなどの炭水化物），バランスの良い献立の
イメージの欠落，経済的困窮（値引きのお弁当で済ま
す）といった食生活・栄養の問題が明らかとなった．
　また，2018年 8月 1日から 9月 25日の間に，平塚
市健康課が産婦 152人を対象に実施した振り返り調査
によると，妊娠前からの葉酸サプリメントの摂取率は，
28.3％であった．一方，同時期に，ハイリスク妊娠に
よる神経管閉鎖障害（二分脊椎症）の罹患児の出生が確
認された．なお，平塚市の人口（257,726万人，2019年
12月 1日）および出生数（1,639人，2018年平塚市統計
書）では，毎年 1名以上の罹患が推定される．

③若年女性の低栄養への取り組み
　そこで，若年女性の「健康と栄養」への取り組み強化
を決定した．具体的には，①若年女性における「やせ（低
体重）」と子どもの健康との関連知識の普及，②不足し
がちな栄養素を知る /栄養成分表示を見る習慣の定着，
③妊娠 1ヵ月前から「葉酸」をサプリメントで摂る習慣
を取り組みのテーマとした．

　以上の経緯から，母子保健での葉酸の啓発を目的と
した「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」が立ち上げ
られた 10）．
　
「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」

　「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」とは，健やか
な妊娠・出産・育児のための適切な食生活の一環とし
て，妊娠前からの葉酸サプリメントの摂取や葉酸が豊
富な地場産品（葉物野菜，枝豆，いちごなど）の摂取を
推奨する運動として構築された．平塚市健康課により，
DHCとの連携協定に基づく協働による取り組みとし
て，平成 30年 10月より開始された 10）．
　本プロジェクトの推進（葉酸サプリメントの適正利
用の促進）に際し，分野別の役割分担を表に示した
（表 1）．本プロジェクトの目標のひとつは，「妊娠 1か
月前からの葉酸サプリメントの摂取率 100％！」であ
り，次の活動を行ってきた．

①葉酸サプリメントの摂取率調査
　平成 30年 8月から令和元年 7月の間に，「こんにち
は赤ちゃん訪問」時に，振り返り調査を実施した．調
査項目は，摂取を始めた時期，葉酸に関する知識，購
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図 1　「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」啓発チラシ（神奈川県平塚市）

表 3　医療機関（平塚市内・市外）別の葉酸サプリメントの摂取状況
（調査期間　平成 30年 12月～令和元年 7月：796人）

入価格等であり，1,053人より回答を得た．
　調査の結果，妊娠前からの摂取率は，26.7％（1,053
人中 281人）であった．
　本プロジェクト開始前後での葉酸に関する知識と関
連行動の比較を表に示した（表 2）．
　また，医療機関別葉酸摂取率を表に示した（表 3）． 
（調査期間：平成 30年 12月～令和元年 7月 796人）

②ネウボラルームはぐくみにおける栄養指導
　令和元年度 4月に専任の管理栄養士を配置し，ネウ
ボラルームにおける母子健康手帳交付時に，栄養指導
を実施している．このときに，葉酸サプリメントの確
認，指導なども行っている．栄養指導の対象は，初妊婦，
既往歴のある経産婦，やせ・肥満・偏食・食生活に問
題がある場合である．

③葉酸が豊富な地場産品の推奨
　平塚市では，一次産業として，葉物野菜やいちご等

が栽培されており，これらは葉酸の含有量が多い．そ
こで，本プロジェクトでは，食育での地産地消の啓発
の一環として，葉酸の豊富な地場産品の推奨を行って
いる．具体的には，食育推進計画進行会議，各種イベ
ント等での機会を活用して紹介している．ただし，食
品中の葉酸は，プテロイルポリグルタミン酸であり，
体内での利用効率は約 50％程度である 5）7）．そのため，
神経管閉鎖障害のリスク低減には，利用効率が約 85％
と高い，プテロイルモノグルタミン酸（合成葉酸）の摂
取が必須である 7）．

④啓発活動
　葉酸の働きに関する啓発を行っている．具体的には，
①市庁舎にてキックオフトークイベントの開催（参加
者 60人），②健康関連イベントでの紹介，③市のホー
ムページ内に特設サイトを開設し，啓発情報を提供，
④啓発チラシ配布（300枚），⑤啓発ポスター掲示，⑥
会議での紹介（庁内外）等である．（図 1，図 2）
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考　察

　今回，妊娠・出産・産後のアウトカム改善を目的とし，
「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」を開始した．神
経管閉鎖障害（無脳症や二分脊椎症等）発症リスク低減
のために，妊娠前からの合成葉酸サプリメントの摂取
が推奨されているが，実際の摂取率は低いことが各種
の調査で示されている 2）7）11）．
　日本産婦人科学会によると，神経管閉鎖障害の罹患
率は，1万出生あたり 6例とされている 7）．しかし，
出生前診断により先天異常が明らかとなった場合に
は，人工妊娠中絶が行われており，無脳症等も含めた
実際の発生率はさらに多いと推計されている 12）．過去
30年間，主要先進国の中で，神経管閉鎖障害の罹患率
が減少していないのは日本だけである．
　少子化対策としての切れ目ない子ども子育て支援
が，国の重点施策とされている現状において，妊娠前
からの葉酸サプリメントの摂取による先天異常のリス
ク低下は，いまだに解決されていない．切れ目ない支
援が訴求される中で，いわば，「切れている」未解決の

課題である 7）．
　今回のプロジェクトでも，「妊娠前」からの葉酸サプ
リメント摂取の周知や介入が困難であること，サプリ
メントの適正利用に関する情報提供の在り方（基本的
知識の発信者が不明，高額なサプリメントによる経済
的な負担等）といった現状での課題が明らかとなった．
引き続き，「妊娠前からの」葉酸サプリメントの摂取に
ついて，公衆衛生的な周知が必要である．また，単に
ポスター掲示やチラシ配布だけでは不十分であり，適
正使用の啓発と合わせたサプリメント配布など，より
積極的な介入が行われない限り，行政課題の解決には
つながらないと考える．
　最新研究では，葉酸サプリメントの摂取が，神経管
閉鎖障害リスク低減だけではなく，口唇口蓋裂や先天
性心疾患といった先天性疾患，不育症，妊娠高血圧症
候群，常位胎盤早期剥離，早産，低出生体重児，産後
うつ病，自閉症のリスク低減など妊娠・出産アウトカ
ムを改善することが示されている．これは，エピジェ
ネティックな変化において，葉酸がメチル基の供与体
として働くこと，高ホモシステイン血症がさまざまな

図 2　「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」特設ページ（神奈川県平塚市）



502 〔ビタミン 94巻
蒲原　聖可，萩尾　みゆき，磯部　達男，竹埜　格子，古畑　真希子，三浦　真弓，

大内　康子，佐草　牧恵，木原　雅子，冨山　美穂子，平沢　綾菜，寺崎　美子，関　浩道

リスク因子となることが原因である 7）．
　したがって，合成葉酸サプリメントの摂取は，プレ
コンセプションケアにおいて必須であり，今回の公民
連携による「ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクト」は，
基礎自治体での課題解決型の保健事業として全国初の
取り組みである．

　
おわりに

　現在，子育て世代包括支援センター（法律における
名称は「母子健康包括支援センター」）については，す
べての基礎自治体に設置されつつあり，今後は，ネウ
ボラなどセンターでの取り組みにおける質が問われて
くると考えられる．つまり，具体的な行政課題の解決
という成果が得られ，合理的な目標が達成されたかど
うかが重要である．
　今回の取り組みは，地方自治体とヘルスケア企業と
の連携協定に基づき，センターにおいて明らかとなっ
た行政課題に対する具体的な解決策を構築し，推進を
試みた点で，公民連携による新しい母子保健事業であ
る．母子保健における葉酸サプリメントの適正使用は，
切れ目ない子ども子育て支援策の中で，いわば「切れ
ている」栄養課題である．
　本プロジェクトでは，平塚市健康課が中心となり，
市内の産科医療機関，三師会（医師会，歯科医師会，
薬剤師会）などステークホルダーに働きかけを行った．
市民向けの啓発活動を共有するだけではなく，医療関
係者向けの研修会の開催等を通じて，最新のエビデン
スを共有し，行政課題の解決に向けた活動として，市
内外の関係者に認知され，定着しつつある．
　今後，公民連携における課題解決型保健事業として，
ひらつかはぐくみ葉酸プロジェクトを継続する予定で
ある．
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